
～ 導入から普及に向けて ～ 中部地方整備局 企画部 施工企画課 近江朋弘 

情報化施工から建設ＩＣＴへ 
（建設ＩＣＴ導入普及研究会の取り組み） 

 国土交通省では、建設産業における生産性向上等のため、平成２０年に産学官の委
員で構成する「情報化施工推進会議」を設立。普及に向けた課題への対応方針や具
体的な目標などをまとめた５ヶ年の情報化施工推進戦略を制定した。 
  中部地方整備局においては、計画から調査・設計・施工・維持管理そして修繕に至る
一連の建設プロセスにおいて、ＩＣＴ（情報通信技術）を活用し、効率化・高度化による生
産性向上・行政サービス向上・現場技術力強化を目的として、受発注者及び開発者等
の関係者が一体となり、技術普及・現場支援・技術研究を行う「建設ＩＣＴ導入研究会」
を平成２０年１１月に設立、モデル工事の試行・検証、基準の提唱など全国に先駆けて
行ってきた。 
 平成２３年１月からは「建設ＩＣＴ導入普及研究会」として、情報の一元化による有効
活用、業務の簡素化や人材育成・制度改善など、更なる建設生産システムの改革に
向け取り組んでいる。 

 今後、我が国において生産年齢人口が減少することが予想されるなか、建設分野において生
産性向上は避けられない課題とされていた。 

時代はi-Constructionへ 
（中部地域におけるi-Constructionと建設ＩＣＴ） 
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 中部地域においては、「建設ＩＣＴ導入普及研究会」、「中部ブロック発注者協議会」をはじめ、「中部
圏インフラ用ロボットコンソーシアム」を設置し、建設現場における生産性の向上や、企業の経営環境改
善に寄与する取組を積極的に展開してきた。 
 こうした取組をベースにして、新たに全体を総括する「i-Construction中部ブロック推進本部」を、平成
２８年２月に設置し、調査・測量から設計、施工、検査、維持管理・更新までのあらゆる建設生産プロ
セスにおける生産性の向上とともに、建設プロセス全体を３次元データでつなぐ新たな建設手法の導入
し強力に推進している。 

中部地方整備局における１企業あたりの 
ＩＣＴ土工の企業数と受注回数の推移 

●この３年間でＩＣＴ土工の経験企業数が２倍に増加 
●ＩＣＴ土工を複数回経験した企業は全体の５０％に達する 

 国土交通省においては、建設現場における一
人一人の生産性を向上させ、企業の経営環境を
改善、建設現場に携わる人の賃金の水準の向
上を図るとともに、安全性の確保を推進するた
め、平成２７年１２月にi-Construction委員会が
設置された。 

中部地方整備局におけるＩＣＴ土工の 
作業時間（人・日）削減率 

●ＩＣＴ土工の一連の延べ作業時間（人・日）が、従来施工と比較し 
 約３３％削減の効果発現 
●起工測量、ＩＣＴ施工、出来形管理などで作業時間が削減され、 
 設計データの作成などでは削減効果が見られない 
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（単位：人・日） 
【H28年度】N=34工事 
【H29年度】N=62工事 
【H30年度】N=66工事 
平均土量（N=162工事）：約14,400m3  

合計：約85人・日 

合計：約127人・日 

中部地整管内平均 約33％削減 
（全国平均 約３割） 

約３３％削減 



～ 令和元年 貫徹の年を迎えて～ 

建設ＩＣＴによる安全性の向上 
（錯綜作業の減少） 

小規模土工（5,000ｍ3未満）での 
作業時間削減効果が発現 

●建設ICTの活用により、建設機械作業の作業時間が 
 約２１％減少し作業効率が向上している 
●建設機械との接触事故の危険性が高い、作業員の 
 錯綜作業が約５２％減少し安全性が向上 
●建設ＩＣＴの活用により、丁張り設置作業が省略または 
 軽減され、建設機械周辺での手元作業時間が減少 
 するため、安全性の確保が図れるメリットがある 

●建設ICTの活用による施工は、これ 
 まで小規模土工では作業時間削減 
 の効果が出にくいとされてきた 
●中部地方整備局における5,000ｍ3 

 未満のＩＣＴ土工を検証した結果、 
 年を追うごとに削減率が向上し、 
 小規模土工においても作業時間 
 削減効果が発現 
●比較的小規模な工事においても、 
 建設ＩＣＴの活用が可能となり、作業 
 時間削減だけでなく、安全性の向上 
 などの活用効果が、地方自治体の 
 工事にも展開できる可能性が期待 
 されている 

●中部地方整備局発注の直轄 
 工事で、平成３０年度末までに 
 完成した5,000ｍ3 未満の小規 
 模土工を分析 
●ICT土工による一連の延べ作業 
 時間（人・日）は、従来施工と 
 比較し約38％の削減し、全工事 
 の削減率の約33％と比較して、 
 ５ポイント作業効率が向上 

建設ＩＣＴ導入普及研究会の今後の取り組み方針 
（６つの柱とi-Construction中部ブロック推進本部との連携） 

ＩＣＴの全面的な活用（貫徹の年） 
●国土交通省において、平成２８年度がi-Construction元年、 
 平成２９年度は前進の年、平成３０年度は深化の年、そして 
 令和元度は貫徹の年と位置づけられている 
●赤枠の矢印が貫徹の年から拡大された新規工種で、中部 
 独自の取り組みのＩＣＴ（砂防）、作業土工（掘削）などが 
 砂防（土工）、ＩＣＴ土工（床堀）として全国展開された 
●ＩＣＴ土工（軟岩、河床掘削）、ＩＣＴ法面工（吹付工）、地盤 
 改良工、付帯構造物設置工も建設ＩＣＴに新たに加わった 
●工事の大部分で建設ＩＣＴの活用を図り、工事全体の 
 ３Ｄ設計データ作成、施工・出来形管理を３Ｄデータで実施、 
 情報の一元化を図り建設プロセス全体を３Ｄデータで繋ぐ 
 新たな建設手法の導入に取り組む 
 

   【６つの柱（取組方針）】 
■ＩＣＴ施工の裾野の拡大 
  初級者を対象にＩＣＴ施工講習会を開催、 
ＩＣＴ施工の内製化に向けた上級者向けの 
 施工講習会などに新たに取り組む 
■ＩＣＴ施工の魅力を伝え、 
         チャレンジの機会を作る 
  事務所、地方自治体からの要請に応じ、 
 講師の派遣等を実施、全てのＩＣＴ土工に 
 ついてＩＣＴアドバイザーを積極的に派遣 
■カイゼンの継続 
  アンケートを中部独自に解析、改善点を 
 適宜本省等に報告、現場の疑問に答える 
 ため「ＩＣＴ相談ページ」を新たに開設 

■将来の担い手育成 
  学生のためのＩＣＴ講座を継続し、教職員 
 向けの講座を新たに開催、教師向け教育 
 ツールの作成検討 
■情報発信の充実 
  建設ＩＣＴ総合サイト（ＨＰ）、ＩＣＴ通信 
 （メール配信）、Faceｂｏｏｋによる積極的な 
 情報発信の実施、現場の疑問に答える 
 ため「ＩＣＴ相談ページ」を開設 
■技術交流の場の提供 
  建設技術フェア２０１９ｉｎ中部において、 
 「建設業の未来を支えるi-Construction 
 関連技術」を出展、技術交流する場で 
 ある「建設ＩＣＴ推進セミナー」を開催 

【i-Construction中部ブロック推進本部との連携】 
■発注者向けの取り組み 
 ICT施工研修、BIM/CIM研修、検査への臨場ほか 
■受注者向けの取り組み 
 技術者支援工事、初級者・上級者講習会の実施ほか 
■担い手の育成 
 学生のためのＩＣＴ講座、教職員向け講座の開催ほか 

中部地方整備局 企画部 施工企画課 近江朋弘 
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起工測量 設計データ作成 施工 （単位：人・日） 

【H28年度】N= 6工事 
【H29年度】N=15工事 
【H30年度】N=21工事 
平均土量（N=42工事）：約2,650m3  合計：約58人・日 

合計：約93人・日 
（中部地整全体では33％） 

約３８％削減 
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【N=42工事】  

年を追うごとに削減率が向上 
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